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和文著書 1 河野春奈、「泌尿器科」16巻2号特集／泌尿器科領域の遺伝性疾患とゲノム医療の最前線　「9．常染色体優性多発性嚢胞腎」、化学評論社、2022年、166-170

和文著書 2 河野春奈、腎と透析93巻4号（10月増大号）特集　囊胞腎、　バルドキソロンメチル、東京医学者、2022年、611-614,

開設の目的・概要　等

　常染色体優性多発性嚢胞腎（Autosomal Dominant Polycystic Kidney Disease; ADPKD）は最も頻度の高い遺伝性腎疾患であり、現在責任遺伝子としてPKD1とPKD2が同定さ

れている。本講座の目的は、ADPKDの包括的遺伝子解析を行い病態と関連を探求することによって、新規責任遺伝子や病態に関与する細胞内情報伝達系を同定し、創薬、新規治療を開発する。

　ゲノムは加齢に伴い老化する。例えば、高齢男性では一部の細胞からY染色体が欠失するY染色体モザイクロス（mosaic loss of chromosome Y; mLOY）が頻繁に観察される。その他に

も、加齢性のゲノム変化として、テロメア長の短縮やミトコンドリアDNA(mtDNA)コピー数の減少が知られている。これらの加齢性のゲノム変化は、様々な疾病の発症リスクや重篤な予後と関連してお

り、新たなバイオマーカーとなる可能性を秘めている。本講座では、mLOYを始めとして、複数のゲノムの加齢性変化を廉価に測定する技術を開発する。また、ゲノムの加齢性変化と泌尿器疾患の病態

や予後との関わりを検討し、バイオマーカーを開発する。
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